
沖縄県公安委員会定例会会議録

令和４年２月17日(木)、沖縄県公安委員会定例会において、沖縄県警察から次の事項につい

て報告があり、これを受けて審議等を行いました。

今週のトピック

警察から「第46回沖縄県警察白バイ安全運転競技大会の実施結果について」 の報告

がありました。

１ 質疑等

(1) 令和４年度組織・定員見直しの概要について

警務部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「社会情勢に合わせて、組織や定員を見直すことは大事である。改編後に

業務遂行に不具合が生じないよう、人員の減る部署の体制や引継ぎ等のチェックを行って

もらいたい。デジタル化の対応については、ＡＩの活用を含めて、国と連携して進めてもら

いたい。」旨の意見がありました。

(2) 県警察における新型コロナウイルス感染症対策について

警務部から前記事項について、「知事部局や市町村からの申出により、県警察職員はエ

ッセンシャルワーカーとして新型コロナワクチンの優先接種を受けている。」旨の報告があ

りました。

公安委員から「１月は職員の自宅待機者数が最多で、組織としての機能を維持すること

は大変苦労があったと思う。今後も感染防止対策を講じながら、業務を推進してもらいた

い。」旨の意見がありました。

(3) 名護市内において発生した殺人事件被疑者の検挙について

生活安全部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「関係機関と連携し、関係者の心のケアやサポートに配慮してもらいた

い。」旨の意見がありました。

(4) 令和３年中における児童虐待事案の取扱状況（暫定値）について

生活安全部から前記事項について、「過去５年間、相談件数、通告件数等は年々増加して

いる。児童虐待事案への現場対応力の向上や、統一的、画一的に対応するために、本年２月

から危険度判定チェック票の運用を開始している。」旨の報告がありました。

公安委員から「子どもは虐待を受けていると訴える力がなく、また、虐待する側はそれ

を隠そうとするので、現場での判断とスピードが大事になってくる。難しい事案が多く大変

だと思うが、関係機関と連携し、しっかりと対応してもらいたい。」旨の意見がありました。

(5) 令和４年水難事故防止ポスター中央審査会の開催結果について

地域部から前記事項について、「703点の応募の中から、小学生の部、中高生の部で、そ

れぞれ最優秀賞１点、優秀賞１点、佳作２点を選出した。最優秀作品は、水難事故防止運動期



間中の広報用ポスター、チラシとして活用していく。」旨の報告がありました。

公安委員から「学校と連携し、子どもたちが一緒になって地元沖縄の安全安心を作る機

運が高まっていくのは良いと感じた。ポスターも良いが、ほかの方法について、例えば子ど

もたちにアイディアを考えてもらえば、更に盛り上がるのではないか。」旨の意見がありま

した。

(6) 刑事部における新型コロナウイルス感染防止対策について

刑事部から前記事項について、「新型コロナウイルス感染者又は疑いのある被疑者等を、

庁舎外に設置された簡易取調べ室で事前に体調等の確認を行い、警察署建物内へのウイ

ルス流入防止を徹底した。また、変死体等を扱う検視業務においては、装備資機材を追加

装着して対応する等、感染防止対策を徹底している。」旨の報告がありました。

公安委員から「簡易取調べ室は、県警察独自のアイディアで生み出され、迅速に予算措

置されたと聞き、高く評価する。警察は、感染の危険があっても業務に対応しなければな

らないので、今後とも感染防止対策を徹底してもらいたい。」旨の意見がありました。

(7) 第46回沖縄県警察白バイ安全運転競技大会の実施結果について

交通部から前記事項について、「安全運転技能の向上と受傷事故の絶無を期するととも

に、隊員の士気高揚を図ることを目的に、白バイ安全運転競技大会を実施した。まん延防

止等重点措置期間中であったため無観客での開催となったが、ＳＮＳで今大会の様子を動

画配信している。今後とも積極的な情報発信に努めたい。」旨の報告がありました。

公安委員から「新型コロナで無観客開催だったのは残念である。県警察の活動を県民に

知ってもらう良い機会なので、創意工夫を凝らし情報発信を行ってもらいたい。」旨の意見

がありました。

(8) 爆発物原材料対策について

警備部から前記事項について、「爆発物の原材料となる化学物質等を扱う店舗等に対

して、管理者対策を推進している。」旨の報告がありました。

公安委員から「引き続き、管理者対策を推進してもらいたい。」旨の意見がありました。

２ 本部長総括

本部長から「新型コロナウイルスに関して、当県は今月20日でまん延防止等重点措置の適

用が解除される。社会経済活動との両立で、規制が緩和されていくと思われるが、未だ油断

できない状況にある。県警察としては、気を緩めることなく治安維持に努めてまいりたい。」

旨の総括がありました。

３ 決裁・報告等（12件）

警備部

・ 警備情勢について

組織犯罪対策課

・ 請求妨害防止仮命令の発出及び意見聴取の開催について



交通規制課

・ 交通情報の提供に関する事務の委託契約に係る公安委員会の認定審査結果について

人身安全対策課

・ ストーカー規制法に基づく審査請求の裁決について

監察課

・ 監察関係報告

・ 訴訟関係報告

広報相談課

・ 審査請求の裁決について（２件）

・ 審査請求に伴う諮問について

警務課

・ 組織、定員見直し等について

総務課

・ 公安委員会定例会会議録の作成について

・ 公安委員会定例会会議録のホームページ掲載について

４ 決定・裁定（２件）

運転免許管理課

・ 自動車運転免許の行政処分について


